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１
．
令
和
５
年
度
事
業
計
画

２
．
重
点
取
組
事
項
（
野
菜
）

⑴�

生
産
コ
ス
ト
・
流
通
コ
ス
ト
上
昇
に
お
け

る
対
策
と
し
て
、
農
産
物
販
売
価
格
向
上

と
生
産
経
費
圧
縮
に
向
け
た
生
産
販
売
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

①�

生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
伴
う
売
価
へ
の
反

映
と
消
費
者
へ
の
啓
発

　

②�

契
約
的
取
引
の
価
格
の
底
上
げ

　

③�

県
下
統
一
規
格
に
向
け
た
出
荷
容
器
規

格
の
検
討
や
輸
送
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

⑵�

主
力
品
目
の
需
要
に
見
合
っ
た
計
画
生

産
・
計
画
販
売
を
徹
底
し
、
販
売
価
格
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

　

①�

課
題
と
な
る
夏
ハ
ク
サ
イ
、

レ
タ
ス
類
（
特
に
リ
ー
フ

レ
タ
ス
類
）
の
計
画
に
つ

い
て
、
地
域
に
見
合
っ
た

具
体
的
な
代
替
品
目
の
提

案
と
誘
導
施
策
を
行
い
ま

す
。

　

②�

本
県
と
し
て
生
産
力
の
充

実
が
必
要
な
品
目
・
期
間

を
明
確
に
し
、
生
産
誘
導

を
進
め
ま
す
。

　

③�

精
度
の
高
い
生
産
・
販
売
情
報
に
基
づ

い
た
、
積
極
的
な
企
画
提
案
に
よ
り
需

要
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

④�

価
格
形
成
に
向
け
た
分
荷
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
ま
す
。

　

⑤�

緊
急
時
に
は
特
別
対
策
事
業
を
効
果
的

に
発
動
し
、
出
荷
調
整
機
能
を
発
揮
し

ま
す
。

⑶�

長
野
県
と
し
て
の
重
点
市
場
・
実
需
者
を

明
確
に
し
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
供
給

販
売
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

①�

機
能
あ
る
卸
売
会
社
と
の
連
携
を
強
化

し
、
県
内
産
地
リ
レ
ー
や
総
合
品
目
供

給
を
進
め
、
消
費
宣
伝
を
活
用
し
重
点

実
需
者
へ
の
対
応
力
を
強
化
し
ま
す
。

　

②�

契
約
取
引
は
、
顧
客
確
保
、
競
合
産
地

対
策
と
生
産
者
手
取
り
の
安
定
確
保
を

目
的
と
し
、
確
実
に
契
約
履
行
す
る
た

め
に
条
件
整
備
と
生
産
対
策
を
行
い
ま

す
。

新容器・新出荷規格を進めるブロッコリー

長野県産白菜
特別パッケージ

野
菜
き
の
こ
課
の
取
組
み

野菜きのこ課
（単位：千円）

大品目 ５年度計画 ４年度計画 ４年度実績 計画対比 実績対比
葉菜 20,000,000 19,950,000 16,646,367 83% 95%
洋菜 31,290,000 31,190,000 26,922,646 86% 97%
根菜 735,000 735,000 591,928 81% 108%
果菜 4,815,000 4,815,000 4,665,876 97% 108%
加工野菜他 510,000 510,000 435,882 85% 108%
購買種苗他 680,000 700,000 521,926 77% 89%
野菜合計 58,030,000 57,900,000 49,784,625 86% 97%
きのこ 18,230,000 20,950,000 17,127,661 94% 99%
きのこ加工 110,000 110,000 97,857 89% 103%
種菌培地 440,000 440,000 332,650 79% 84%
きのこ合計 18,780,000 21,500,000 17,558,168 93% 98%
合　計 76,810,000 79,400,000 67,342,793 88% 98%
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③�

業
務
加
工
実
需
者
と
の
連
携
に
よ
り
販

促
・
出
荷
形
態
検
討
・
商
品
開
発
を
行

い
、
産
地
・
実
需
者
と
も
に
メ
リ
ッ
ト

あ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

④�

他
企
業
と
の
業
務
連
携
に
よ
る
新
た
な

販
売
対
策
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

⑷�

多
様
な
生
産
者
へ
の
生
産
提
案
に
よ
る
生

産
基
盤
強
化
と
、
系
統
共
販
対
策
を
進
め

ま
す
。

　

①�

果
根
菜
類
お
よ
び
加
工
業
務
原
料
野
菜

を
農
業
生
産
法
人
・
営
農
組
合
・
複
合

経
営
生
産
者
な
ど
に
推
進
し
生
産
拡
大

と
集
荷
対
策
を
進
め
ま
す
。

⑸�

よ
り
信
頼
さ
れ
る
産
地
に
向
け
て
、
品
質

向
上
対
策
、
出
荷
物
の
ト
レ
ー
ス
体
制
整

備
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
強
化
を
進
め
ま

す
。
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
と
販
売
提
案
を

進
め
ま
す
。

３
．
重
点
取
組
事
項
（
き
の
こ
）

⑴�

生
産
コ
ス
ト
・
流
通
コ
ス
ト
上
昇
に
お
け

る
対
策
と
し
て
、
農
産
物
販
売
価
格
向
上

と
生
産
経
費
圧
縮
に
向
け
た
生
産
販
売
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

①�

生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
伴
う
売
価
へ
の
反

映
と
消
費
者
へ
の
啓
発

　

②
契
約
的
取
引
の
価
格
の
底
上
げ

　

③�

ア
イ
テ
ム
集
約
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
削
減
と
安
定
供
給
に
よ
る
価
格
形
成

力
の
強
化

⑵�

営
業
強
化
と
供
給
拡
大
に
よ
る
販
売
価
格

回
復

　

①�

き
の
こ
重
点
取
引
先
へ
の
定
期
推
進
と

総
合
品
目
に
よ
る
供
給
拡
大

　

②�

時
期
別
・
目
標
価
格
に
見
合
っ
た
事
前

提
案
や
実
需
者
販
促
企
画
に
よ
り
価
格

の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

③�

付
加
価
値
商
品
の
活
用
と
商
品
提
案
力

強
化
に
よ
る
業
務
加
工
用
実
需
者
の
新

規
獲
得

⑶�

実
需
者
支
援
型
消
費
宣
伝
事
業
の
継
続
提

案

　

①�

販
売
支
援
員
に
よ
る
推
奨
（
試
食
）
販

売
提
案
の
継
続
と
新
規
販
促
資
材
開
発

　

②�

店
舗
売
り
場
職
員
・
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
研

修
会
開
催
に
よ
る
フ
ァ
ン
づ
く
り

　

③�

き
の
こ
食
文
化
と
需
要
創
出
に
向
け
た

各
種
研
修
会
開
催
お
よ
び
レ
シ
ピ
開
発

⑷�

全
県
に
お
け
る
計
画
生
産
と
集
荷
対
策
の

改
善

　

①�

生
産
者
個
別
集
荷
対
策
の
実
施
に
よ
る

欠
品
回
避

　

②�

系
統
出
荷
誘
導
に
よ
り
系
統
率
の
拡
大

ファミリーマートにおける
産地訴求

生協共同購入企画（紙面掲載）

香港の量販店「ｔａｓｔｅ」での宣伝会

味の素コラボレシピＰＯＰ
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⑸�

市
場
要
請
量
に
沿
っ
た
生
産
計
画
の
励
行

　

①�

需
要
と
供
給
の
適
正
量
の
検
証
を
進
め

ま
す
。

　

②�
需
要
減
退
期
の
生
産
調
整
、
需
要
期
入

口
の
生
産
検
討
、
需
要
伸
長
期
の
生
産

を
検
討
し
ま
す
。

⑹�

安
全
安
心
に
向
け
た
衛
生
管
理
の
徹
底
と

品
質
向
上

　

①�

金
属
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
片
な
ど
健
康
被

害
案
件
に
つ
な
が
る
異
物
混
入
対
策
の

徹
底

　

②�

県
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
第
三
者
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
安
全
な
商
品
管
理
の

励
行

⑺�

パ
レ
ッ
ト
輸
送
お
よ
び
コ
ス
ト
抑
制
に
向

け
た
段
ボ
ー
ル
開
発
・
導
入

　

①�

パ
レ
ッ
ト
規
格
に
適
合
す
る
共
通
ダ
ン

ボ
ー
ル
の
開
発
と
導
入
推
進
を
進
め
ま

す
。

　

②�

輸
送
効
率
化
に
向
け
た
パ
レ
ッ
ト
単
位

輸
送
の
励
行

⑻�

品
種
開
発
と
新
品
目
開
発

　

①�

ぶ
な
し
め
じ
新
品
種
の
県
下
普
及
と
品

質
平
準
化
に
よ
る
良
品
供
給
を
実
現
し

ま
す
。

　

②�

ぶ
な
し
め
じ
の
契
約
的
取
引
の
獲
得
を

進
め
ま
す
。 

小学校の授業参観で実施した
きのこの食育授業（詳細は本
誌 6 ページをご覧ください）

ぶなしめじ新品種「長野農工研 B-4 号」

大学生協食堂の食育ランチ
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
９
月
４
日
㈪
、
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
で
こ
れ
か
ら
本
格

出
荷
を
迎
え
る
「
ぶ
ど
う
三
姉
妹
®

」（
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®

）
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
ま
し
た
。
長
野
県
の
阿
部
守
一
知

事
と
全
農
長
野
運
営
委
員
会
の
神
農
佳
人
会

長
が
市
場
関
係
者
等
に
売
り
込
み
ま
し
た
。

　

東
京
青
果
㈱
競
売
場
で
阿
部
知
事
は
「
消

費
者
の
皆
様
に
ぶ
ど
う
三
姉
妹
®

の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
」
と
お
願
い
し
、
神
農
会
長
は
「
ぶ
ど
う

三
姉
妹
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
市
場
に
ぶ
ど
う
三
姉
妹
®

の

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
ぶ
ど
う
や
本
県
産
果

実
で
作
っ
た
フ
ル
ー
ツ
カ
ー
ビ
ン
グ
の
展
示

に
加
え
、
阿
部
知
事
、
神
農
会
長
、
嶌
田
県

本
部
長
、
武
田
ブ
ド
ウ
部
会
長
に
よ
る
ぶ
ど

う
三
姉
妹
®

の
試
食
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
ノ
ベ

ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
用

意
し
た
試
食
は
瞬
く
間
に
終
了
し
、
長
野
県

産
ぶ
ど
う
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

全
農
長
野
は
Ｊ
Ａ
や
試
験
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
ぶ
ど
う
三
姉
妹
®

の
高
品
質
維
持
の

た
め
の
全
県
的
な
出
荷
規
格
の
検
討
と
目
揃

い
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
販
売
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
生
産
基
盤
の
拡
充
に
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

出
荷
本
格
化
に
向
け
「
ぶ
ど
う
三
姉
妹
 ®」
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
催

ぶどう三姉妹®の試食サンプリング

競売場での挨拶

ぶどう三姉妹®の展示

フルーツカービングで作ったぶどう三姉妹®
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な
ん
し
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア
推
進
協
議
会
（
構
成
団
体
：
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
、

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
中
信
事
業
所
・
南
信
事
業
所
）
は
8
月
31
日
㈭
と
9
月
1

日
㈮
の
両
日
、
富
士
見
町
の
Ｊ
Ａ
会
館
ふ
じ
み
で
36
回
目
と
な
る
「
2
0
2
3
な
ん
し
ん
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
気
象
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
6
月
初
旬
の
記
録
的
な
大
雨
や
7
月
の
梅
雨
明
け
以
降

の
異
常
と
も
い
え
る
猛
暑
が
続
く
中
、
生
産
者
の
努
力
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
南
信

地
域
３
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
キ
ク
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

ダ
リ
ア
な
ど
2
1
5
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
関
東
農
政
局
長
賞
に
選
ば
れ
た
中

村
清
一
郎
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
）
の
輪
ギ
ク
「
岩

の
白
扇
」（
＝
表
紙
右
上
）
は
、
適
切
な
切
り
前
で

花
の
揃
い
が
よ
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
草
姿
バ
ラ

ン
ス
の
優
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
出
品

さ
れ
た
切
り
花
の
レ
ベ
ル
は
総
じ
て
高
く
、
花
色
、

草
姿
バ
ラ
ン
ス
や
市
場
性
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
28

点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
４
年
ぶ
り
に
褒
章
授
与
式
と
一
般
公
開

を
行
い
賑
や
か
な
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
品
評
会
に

出
品
さ
れ
た
花
き
の
ほ
か
、
賛
助
会
員
か
ら
ご
提
供

い
た
だ
い
た
新
品
種
の
花
き
、
園
芸
・
農
業
関
係
資

材
・
資
料
の
展
示
も
あ
り
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

や
県
内
Ｊ
Ａ
の
花
き
部
会
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
南
信
地
区
の
花
き
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
ん
し
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア
は
諏
訪
と
飯
田
で

「
２
０
２
３
な
ん
し
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア
」
開
催

審査の様子

一般公開の様子

2023なんしんフラワーフェア入賞者名簿 （敬称略）

賞 品目名 品種名 氏名 JA名

関東農政局長賞 輪ギク 岩の白扇 中村　清一郎 信州諏訪

長野県知事賞
アルストロメリア ピンクティアラ 有限会社 末広農園 上伊那

トルコギキョウ ハピネスホワイト 藤森　英一 信州諏訪

長野県農協中央会長賞
アルストロメリア ライムライト 半田　航志 信州諏訪

スタンダードカーネーション プラテリア 星野　仁志 信州諏訪

全農長野県本部長賞
ディスバッドマム エファオレンジ 迎　弘樹 信州諏訪

トルコギキョウ セレブ３型クリスタル 両角　哲雄 信州諏訪

長野県地域振興局長賞

鉄砲ユリ 凛花Ⅱ 山中　巧 上伊那

アルストロメリア ピンクティアラ 小池　潤 信州諏訪

クレマチス ラベンダーブルー 池田　毅 みなみ信州

JA南信地区協議会長賞
スプレーギク セイパレア 伊藤　幸彦 信州諏訪

スタンダードカーネーション ミモザ 名取　靖 信州諏訪

農業協同組合長賞

輪ギク 岩の白扇 三井　静明 信州諏訪

アルストロメリア オーロラ 中原　睦男 上伊那

ダリア ナマハゲノワール 塩沢　利廣 みなみ信州

長野県農協中央会営農農政部長賞
アルストロメリア ジョールズ 篠原　俊 信州諏訪

アルストロメリア エデン 矢沢　光洋 信州諏訪

全農長野県本部事業所長賞
輪ギク 星の輝 名取　照雄 信州諏訪

アルストロメリア ハニーソフィア 古畑　雅一 上伊那

長野県生花商業組合理事長賞 アルストロメリア ニア 松木　裕 信州諏訪

東京地区長野県花き推進協議会長賞 ディスバッドマム セイロッサ 田中　学 信州諏訪

中部圏信州花き販売推進協議会長賞 スタンダードカーネーション アスペン 小池　直志 信州諏訪

京阪神地区信州花き推進協議会長賞 トルコギキョウ ホワイトバロン 農事組合法人 
イーストテラスはいばら 上伊那

なんしんﾌﾗﾜｰﾌｪｱ推進協議会長賞

スターチス一年生 ブルーテンダー 百瀬　友満 信州諏訪

アルストロメリア パール 農事組合法人 
らいふ 上伊那

スプレーカーネーション ハロー 阿部　長衛 信州諏訪

宿根カスミ草 アルタイル 平出　千里 信州諏訪

審査員奨励賞 アジサイ 西安 農事組合法人 
アグリーナ 上伊那

毎
年
交
互
に
開
催
し
て
お
り
、
次
回
は
来
年
７
月

に
飯
田
市
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
中
信
事

業
所
生
産
販
売
課
は
、
今
後
も
南
信
・
中
信
地
域

の
産
地
で
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
花
き
の
生
産
振

興
と
消
費
宣
伝
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
き
の
こ
課
は
9
月
15

日
㈮
、
長
野
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
の
6
年
2

組
33
名
を
対
象
に
、
き
の
こ
の
食
育
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
授
業
参
観
で
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
興
味
深
く
ご
覧
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
き
の
こ
の
紹
介
」
や
「
き
の

こ
が
で
き
る
ま
で
」
の
動
画
を
視
聴
し
て
い

た
だ
き
、「
き
の
こ
の
名
前
」
や
「
日
本
に

自
生
し
て
い
る
き
の
こ
」
な
ど
、
簡
単
な
ク

イ
ズ
で
き
の
こ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

収
穫
体
験
で
は
栽
培
ビ
ン
か
ら
え
の
き
た

け
と
ぶ
な
し
め
じ
の
も
ぎ
採
り
を
行
い
ま
し

た
（
＝
表
紙
左
下
）。
児
童
は
、
初
め
て
栽

培
ビ
ン
か
ら
生
え
て
い
る
き
の
こ
を
見
て

「
お
も
し
ろ
い
！
」「
不
思
議
な
感
触
！
」
と

言
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
も
ぎ
採
っ
て
い
ま

し
た
。

　

調
理
実
習
は
、
え
の
き
た
け
を
使
い
「
え

の
き
の
株
ス
テ
ー
キ
」
を
調
理
し
ま
し
た
。

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
焼
い
て
チ
ー
ズ
を
乗
せ

た
ス
テ
ー
キ
は
、「
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
お

い
し
い
」「
今
ま
で
捨
て
て
い
た
部
分
が
食

べ
ら
れ
る
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を

し
て
い
た
」
と
保
護
者
の
方
か
ら
も
大
好
評

で
し
た
。
き
の
こ
が
好
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う

児
童
も
「
こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
る
！
」
と
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

き
の
こ
は
苦
手
な
お
子
さ
ん
が
多
く
い
ま

す
。
今
回
の
授
業
は
、
お
子
さ
ん
も
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
き
の
こ
に
興
味
を
持
ち
、
ス
ー

パ
ー
で
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

野
菜
き
の
こ
課
で
は
、
幼
少
期
か
ら
き
の

こ
を
食
べ
る
食
生
活
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
企
画
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

小
学
校
で
き
の
こ
の
食
育
授
業

きのこの紹介をする職員

授業で使用した資料

おいしく調理できました

保護者の方も栽培ビンに興味深々

えのきの株ステーキを調理
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
振
興
部
生
産
振
興
課
は
、
農
業
機
械
課

の
協
力
の
も
と
9
月
14
日
㈭
、
伊
那
市
の
ほ
場
で
、
リ
ン
ゴ
高

密
植
栽
培
に
お
け
る
機
械
化
体
系
実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
の
高
密
植
栽
培
は
県
下
で
4
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど

に
拡
大
し
、
大
規
模
生
産
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
イ
タ

リ
ア
な
ど
欧
米
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
利
用
し
た
機
械
化
一
貫
体

系
の
導
入
も
進
ん
で
お
り
、
日
本
で
も
省
力
化
に
向
け
た
機
械

化
体
系
の
確
立
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
の
導
入
に
向
け

た
足
が
か
り
と
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
果
樹
担
当
者
や
生
産
者
な
ど

約
80
名
が
出
席
し
、
実
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
演
・
展
示
し
た
農
機
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
モ
ア
、
肥
料
散

布
機
な
ど
8
メ
ー
カ
ー
か
ら
12
機
種
。
出
席
者
は
メ
ー
カ
ー
担

当
者
か
ら
説
明
を
聞

き
、
実
演
を
通
じ
て
使

用
性
な
ど
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
か
ら
は
、
果

樹
栽
培
用
の
大
型
機

械
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
の
で
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
研
修
会

の
開
催
を
期
待
す
る

声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
近
年
、
リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
の
導
入
に
よ

り
大
面
積
の
生
産
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
機
械
導
入
に

よ
る
省
力
化
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
本
日
の
実
演
会

で
は
実
際
に
目
で
見
て
確
認
で
き
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
は
機
械
化
が
可
能
な
栽
培
シ
ス
テ
ム
で

す
が
、
機
械
の
規
格
に
合
わ

せ
た
圃
場
の
設
計
な
ど
導
入

に
至
る
ま
で
に
は
課
題
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
安
定
し
た

生
産
物
を
供
給
す
る
た
め
に

も
省
力
化
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
に
お
け
る

機
械
化
体
系
実
演
会
を
開
催

開会の挨拶をする生産振興部の根津部長

各メーカーが機械を説明

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
中
信
事
業
所
は
8
月
27
日
㈰
、
Ｊ

Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
協
力
の
も
と
、
自
転
車
レ
ー

ス
「
乗
鞍
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
2
0
2
3
」
で
「
サ
ン
つ

が
る
」
を
振
る
舞
い
、
リ
ン
ゴ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
レ
ー
ス
と
し
て
は
国
内
最

高
所
を
走
る
大
会
で
、
自
然
豊
か
で
雄
大
な
乗
鞍
高

原
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
乗
鞍
高
原
お
よ
び
松
本
市

を
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
地
域
の
活
力
向
上
を
目

指
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
乗
鞍
高
原
の
標

高
差
1
，
2
6
0
m
を
一
気
に
駆
け
上
が
る
全
長

20
・
5
㎞
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
、
恵
ま
れ
た
好
天
の

中
、
全
国
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
約
4
，
0
0
0
人

の
選
手
が
最
高
地
点
2
，
7
2
0
ｍ
の
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
、
懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
い
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い
る
選
手
は
「
天
候

も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
て
、
こ
の
リ
ン
ゴ
も
甘
く

て
と
て
も
お
い
し
い
で
す
」
と
レ
ー
ス
後
の
満
足
感

と
一
緒
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

乗
鞍
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

2
0
2
3
で

「
サ
ン
つ
が
る
」の

振
る
舞
い
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全
農
中
信
事
業
所
Ｊ
Ａ
園
芸
事
業
推
進
協
議
会
は
8
月
12
日

㈯
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
白
馬
で
中
信
地
区

の
野
菜
と
果
実
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
で
、
同
会
場
で
の
開
催
も
初
め
て

で
す
。

　

販
売
は
行
わ
ず
試
食
宣
伝
に
特
化
し
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
産
の
リ

ン
ゴ
「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
産
の
ス
イ
カ
、

Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
産
の
セ
ル
リ
ー
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
Ｊ

Ａ
洗
馬
産
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
Ｊ
Ａ
大
北
産
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
振
る
舞
い
の
ほ
か
、
ス
イ
カ
割
り
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　

首
都
圏
や
関
西
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
が
多
く
海
外

か
ら
の
お
客
様
も

い
て
、「
こ
ん
な
に

お
い
し
い
セ
ル

リ
ー
は
初
め
て
食

べ
た
」「
ス
イ
カ
が

甘
い
」
と
試
食
に
は

次
々
に
手
が
出
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
イ

カ
割
り
は
ス
イ
カ

に
棒
を
当
て
る
と

シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
が

も
ら
え
る
と
あ
っ

て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
1
0
0
人

ほ
ど
が
挑
戦
し
ま
し
た
。「
ス
イ
カ
割
り
が
初
め
て
」
と
い
う

お
客
様
も
多
く
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
車
で
の
来
店
が
多
く
、

直
売
所
マ
ッ
プ
を
持
ち
帰
る
お
客
様
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

同
会
場
で
は
５
月
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
「
週
末
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
き
、
地
元
を
中
心
に
20
店
前
後
が
出
店
し
て
い
ま
す
。
㈱

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
白
馬
の
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
は
「
農
産
物
の
振
る

舞
い
や
ス
イ
カ
割
り
は
初
め
て
。
参
加
者
の
反
応
が
非
常
に
良

く
、
次
回
以
降
も
出
店
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
と
し
て
、
こ
こ
で
試
食
し
た
農
産
物
が
お

い
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
地
元
に

帰
り
、
日
常
の
買
い
物
で
長
野
県
産
を
選
ん
で
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

白
馬
で
地
元
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

年齢問わず人気のスイカ割り

スイカの試食

シナノリップ、セルリー、ミニトマトの試食
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新 採 用 職 員 紹 介
令和5年度の新採用職員を順次ご紹介します

小
お

川
がわ

 麻
ま

博
ひろ

　初めまして。北信事業所 営農資材課の小川麻博と申します。
スーパーでアルバイトをしていたこともあり、青果物に携わりた
いという思いから、県外で育ちましたが、レジャーや身内のか
かわりで馴染みのあった長野県に就職を決めました。商品知
識の習得や問い合わせ対応など、慣れない作業の中で失敗
と勉強の毎日を過ごしています。日々新しく吸収することが多く、
刺激のある環境で仕事ができています。
　まだまだ半人前にも満たない私ですが、よろしくお願いいた
します。

営農資材課 倉庫の棚卸作業時の写真です

戸
と

谷
や

 梨
りん

華
か

　こんにちは、北信事業所生産販売課　戸谷梨華です。出
身は坂城町です。入会して約半年が経ち、長野県で四季を
感じながら仕事ができる喜びを感じております。お休みの日は
綺麗な景色を求めてドライブをしたり、映画を見たりして過ご
しています。
　業務ではきのこの担当をしており、まだまだ勉強の毎日です
が、たくさんの知識をつけ頑張っていきます。よろしくお願い
いたします。

北信事業所

北信事業所

生産販売課 きのこ勉強中です！

荻
おぎ

原
はら

 夏
か

菜
な

　はじめまして、中信事業所生活課の荻原夏菜と申します。
出身は飯田市で、実家では祖父母が花と市田柿を出荷して
おり、農業が身近な環境で育ちました。現在は石油担当として、
燃料事業について日々勉強中です。車の運転にも少しずつ慣
れてきたので、県内各地を巡っておいしい食べ物、きれいな
景色を見つけていきたいです。
　これからもっと知識や経験を積み、少しでも早くJAや組合
員の皆様のお役に立てるよう成長していきたいと思います。よ
ろしくお願いします！

生活課 ぜひJA-SSをご利用ください！

中信事業所
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県
内
各
地
で
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
の
収
穫
が

始
ま
り
ま
し
た
。ぶ
ど
う
、梨
、り
ん
ご
も
旬
を
迎

え
、実
り
の
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
。筆
者
は
毎
年
Ｊ

Ａ
上
伊
那
鮒
部
会
の
小
ブ
ナ
の
出
荷
の
記
事
を
見

る
に
つ
け
秋
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

小
鮒
は
県
内
で
は
、佐
久
と
上
伊
那
地
域
で
生

産
さ
れ
、地
元
ス
ー
パ
ー
で
は
水
槽
で
活
小
鮒
と

し
て
販
売
し
ま
す
。私
が
Ａ・コ
ー
プ
店
の
惣
菜
売

場
に
い
た
頃
は
、毎
日
専
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
生

き
た
状
態
の
小
鮒
が
10
～
20
㎏
単
位
で
入
荷
し

て
き
ま
し
た
。入
荷
し
だ
い
水
洗
い
し
て
、煮
立
て

た
タ
レ
の
中
に
活
魚
の
ま
ま
入
れ
ま
す
。活
魚
の

ま
ま
調
理
し
な
い
と「
え
ぐ
み
」
が
出
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。鍋
に
入
れ
鍋
蓋
を
閉
め
る
一
連
の
姿
、

立
ち
上
る
湯
気
、跳
ね
る
音
は
豪
快
で
、Ａ・コ
ー

プ
の
風
物
で
し
た
。

　
「
Ａ
・
コ
ー
プ
の
鮒
甘
露
煮
は
何
で
美
味
し
い

の
？
家
庭
で
は
真
似
が
で
き
な
い
」
な
ど
良
く
聞

か
れ
ま
し
た
。調
味
料
は
、醤
油
・
水
・
砂
糖
し
か

使
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、私
が
考
え
る
美
味

し
い
秘
訣
は
次
の
３
つ
で
す
。①「
活
鮒
」で
あ
る

こ
と
、②「
大
量
調
理
に
よ
る
熱
容
量
が
大
き
い
」

こ
と
、そ
し
て
家
庭
で
は
真
似
で
き
な
い
で
す
が
、

③「
煮
鯉
を
調
理
し
た
煮
汁
に
追
い
タ
レ
で
調
理
」

す
る
こ
と
で
す
。私
が
勤
務
し
た
Ａ・コ
ー
プ
店
は

毎
日「
鯉
の
う
ま
煮
」を
作
っ
て
い
ま
し
た
の
で
程

よ
く
鯉
の
旨
味
が
出
た
煮
汁
タ
レ
を
使
う
こ
と

で
、味
が
良
く
、照
り
の
あ
る「
小
鮒
甘
露
煮
」を

作
る
こ
と
が
で
き
た
秘
訣
か
と
思
い
ま
す
。

　

田
の
神
に
感
謝
す
る
秋
祭
り
、村
々
の
神
社

に
幟
が
た
ち
、地
域
に
よ
っ
て
は
神
楽
や
田
楽
な

ど
も
あ
る
で
し
ょ
う
。秋
収
穫
を
感
謝
し
今
年
も

「
小
鮒
の
甘
露
煮
」
を
味
わ
う
こ
と
が
楽
し
み
で

す
。�

（
I
）

令和5年度8月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 0 0 0 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 102 87 96 

生 産 振 興 部 計 102 87 83 

米 穀 5,543 89 101 

果 実 花 き 13,787 109 95 

野 菜 き の こ 33,982 90 104 

営 業 5,984 90 105 

生 産 販 売 部 計 59,296 94 101 

包 装 資 材 3,719 106 111 

生 産 資 材 3,997 96 86 

農 業 機 械 2,792 97 97 

施 設 住 宅 5,268 126 231 

生 産 購 買 部 計 15,775 107 120 

畜 産 酪 農 13,163 100 102 

三 岳 牧 場 124 115 142 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 118 92 91 

八 ヶ 岳 牧 場 113 104 98 

畜 産 酪 農 部 計 13,517 100 102 

燃料・ホームエネルギー 9,985 103 98 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 3,288 115 104 

生 活 3,767 106 100 

生 活 部 計 17,040 106 100 

長 野 県 本 部 計 105,731 98 104 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

10月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

10/25（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

野菜きのこ課

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

丸ごとりんごプリン

第39回牛乳・乳製品利用料理コンクール
長野県大会　優良賞

（長野県牛乳普及協会長賞）

■材料（4人分）
・牛乳�  140ml
・生クリーム�  60ml
・りんご�  4個
・卵�  4個
・グラニュー糖�  大さじ４
・バニラエッセンス�  3滴

〈カラメルソース〉
・グラニュー糖�  50g
・水�  小さじ２
・お湯�  100cc

①りんごの頭を切り落とし、果肉をスプーンでくり抜く。
②①の果肉から芯を取り除き、果肉を粗みじん切りにする。
③�牛乳を軽く温めながらグラニュー糖を溶かし、生クリーム、バ
ニラエッセンスを加える。
④�①のくり抜いた部分に②を入れ、③を注ぎ入れたら、クッキ
ングシートを敷いた天板に乗せて、170℃に予熱したオーブ
ンでプリン液が固まるまで20分程度焼き、粗熱を取る。
⑤カラメルソースをかけて完成。
〈カラメルソース〉
❶�耐熱容器にグラニュー糖と水を入れ、そのまま600Wの電子
レンジで2分加熱する。
❷�色付いてきたら電子レンジから取り出し、お湯を少しずつ加える。

＊�そのままスプーンですくっても、切り分けても、どちら
もおいしく召し上がれます。
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
10
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
2
3
年
9
月
20
日
発
行
　
第
5
3
3
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
嶌
田
武
司
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3


